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4．対象橋梁の長寿命化及び修繕・架け替えに係る費用の縮減に関する基本的な方針

図3．維持管理シナリオ

5．対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期又は架け替え時期

１）点検

２）修繕又は架け替え対策
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橋　梁　長　寿　命　化　修　繕　計　画

　長寿命化修繕計画を策定する場合、「事後保全型」と「予防保全型」の維持管理シナリオによるライフサイ
クルコストを比較し、検討を行います。

　今年度計画を策定した76橋について次回点検時期は2027年度を見込みとし、通常点検および定期点検
を継続的に実施します。

　予防的な修繕・補修などの実施を徹底することにより、修繕・架け替えに係る費用の低コスト化を図り、ライフサイクル
コストの縮減を目指します。

　令和４年度以降に補修検討を実施する全ての橋梁において、様々な新技術活用の検討を実施し、費用縮減や事業
の効率化を図ります。

　今後５年程度で迂回路が存在し集約が可能な橋梁について、１橋程度の集約化・撤去を検討し、将来的な維持管理
コストを約３百万円程度の縮減を目指します。なお、実施にあたっては地元住民との合意形成を図りながら検討してい
きます。

　上記の修繕および架け替え対策橋梁については、今後、定期点検を実施していく過程で確認される損傷
に応じて優先的に補修工事を要する場合もあり、定期点検毎に見直しを図ります。

宮城県大郷町

　今年度計画を策定した76橋について劣化予測から修繕時期を算定し、修繕および架け替え対策を実施
する予定です。また、損傷状況および路線重要度から優先順位の高い橋梁より補修工事を実施します。
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予防保全

事後保全 落橋の恐れ

大規模補修

小規模補修

点検結果

劣化予測

シナリオ 説明

予防保全型
損傷が顕在化する前の軽微なうちに計画的に行う橋梁の修繕。
小規模工事。工事期間が短く、低コスト。

事後保全型
損傷が顕在化した段階になって行う橋梁の修繕および架け替え。
大規模工事。工事期間が長く、高コスト。












